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１．はじめに  

 ジャイロプレス工法は、杭先端にビットを溶接した鋼管杭を列状に地盤に回転圧入することで擁壁構造を構築す

る工法である。本工法の施工方法は、図 1 に示すように施工機械が既に地中に施工済みである鋼管杭（既設杭）を

把持し、既設杭の引抜き抵抗力を反力として新たな杭（新設杭）の回転圧入を行うものである。本工法では、上記

鋼管杭を橋梁の基礎構造としても兼用するために、支持層へ根入れすることにより先端支持力を発揮させて支持杭

として適用する検討を進めている。本論文では、本工法の基礎構造としての鉛直支持力性能を把握するために実施

した静的鉛直載荷試験の結果について述べる。 
２．基礎構造の施工方法 

 本工法の基礎構造の施工方法を以下に示す。 

①中間層の施工（新設杭）:杭先端より鋼管内周方向に水またはエアを吐

出する補助工法を用いて支持層上端まで回転圧入を行う。 

②支持層への根入れ（新設杭）：補助工法を停止した状態で回転圧入によ

り支持層へ根入れする。 

３．鉛直載荷試験 

本工法の鉛直支持力性能として、設計を行う上で必要となる先端支持

力係数、周面摩擦力度および杭の軸方向バネ定数を評価するために表１

に示す 3 例の鉛直載荷試験を実施した。 
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面

3.1)試験条件 

試験は｢杭の鉛直載荷試験方法・同解説 1｣｣に従い表 1 に示す 3 ケースを実施した。杭配置図および載荷試験装置

図の例を図 2 に示す。この図に示すように、本工法により載荷試験用の反力杭と試験杭施工用反力杭 No.1,2,3 を施

工した後に、No.1,2,3 の杭を反力杭として試験杭（杭 No.4）を２．基礎構造の施工方法により施工した。 

測定項目は杭頭および杭先端での荷重と変位、ひずみ計により土層毎のひずみを計測した。地盤条件およびひず

み計設置位置の例を図 3 に示す。 
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3.2）試験結果 
表１ 試験ケースおよび載荷試験結果の概要

試験結果として図 5 に荷重-変位関係を示す。杭頭変位が杭径の

10%に達したときの杭頭荷重である第二限界抵抗力は、A 杭が

4,168kN、B 杭が 4,060kN、C 杭が 6,363kN であった。この試験結

果をもとに計算した先端支持力係数を図 6 に示す。先端支持力係

数は、杭先端の位置における鋼管のひずみより推定した杭先端極

限支持力を杭先端面積と支持層Ｎ値で除した値として求めた。図 7

より、杭径800mmであるA杭とB杭で約100、杭径1,000mm

である C 杭で約 70 であり、これらの杭径の範囲で 60 以上

であることを確認した。また、周面摩擦力度および軸方向

バネ定数について道路橋示方書 2)記載の他工法との比較を

行った。図 4 に示す軸力の深度分布より算定した土層毎の

周面摩擦力度と N 値の関係を図 8 に示すが、砂質土および

粘性土で中掘り杭工法の設計値以上であることを確認し

た。さらに、表 1 に示す降伏荷重と降伏変位から求めた軸

方向バネ定数より逆算した比例係数 a と根入れ比（杭長/

杭径）関係を図 8 に示す。この図より比例係数 a は中掘り

杭工法以上であることを確認した。 
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図 4 軸力の深度分布の例(C 杭)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 軸力の深度分布 
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図 8 根入れ比L/D-比例係数関係

図 7 杭径-先端支持力係数関係

図 6 荷重-変位関係 図 9 N 値-周面摩擦力度関係
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図 5 荷重-変位関係

図 6 杭径-先端支持力係数関係

図7 根入れ比L/D-比例係数a関係 図 8 N 値-周面摩擦力度関係

5．まとめ 

3 例の鉛直載荷試験結果より、本工法の鉛直支持力性能として先端支持力係数は 60 以上、周面摩擦力度は中掘り

杭の設計値程度および軸方向バネ定数は中掘り杭工法の設計値以上であることを確認した。 
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